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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第３号（新年号） 

                             平成２６年１月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

始めに 

２０１４年あけましておめでとうございます。 人生後半の海、新世界に乗り出して１年。２４時間古地図と城とはど

ういうものか、実践に努めてきました。昨年は博物館事業として、安中市学習の森歴史博物館で会津若松城下

絵図屏風展で会津の心に挑戦し、上田の真田歴史館では真田の城郭と戦歴展を開催。今年春には『城絵図

に見る戦国群馬展』（仮称）を開催予定しています。年末、安中市原市町の膨大な古記録古文書を大量に

収蔵、さらに、１２月２８日整理しきれませんでしたが、武術資料として秘伝書や古地図、錦絵等で埋まり、新年を

迎えることになりました。月々半数は城古地図資料の発見に出張しています。古地図資料を紹介、持参いただく

関東、中部、東北地区の古美術、骨董関係者のご協力には感謝の他ありません。１１月には群馬古書組合に入

会し『古地図と城専門店 古書肆城郭文庫』創業、日本唯一の城郭と古地図の専門店、夢に見た起業です。

城にかける命と時間、膨大な古地図や城郭資料が流入。内容を覚えきれないために創刊した『しろはく活動記

録古地図と城の泉』も早３号、月刊のペースです。いつまで続くかわかりませんが、まだまだ市場に膨大な資料が

眠っており、その発見と顕彰に努め、ご紹介できればと考えて居ます。今年も夢に溺れます。よろしくお願いします。 

城郭資料調査報告 

１・江戸の城郭研究 兵法築城学 先史的縄張調査研究 

（本稿は２００９年１月関西城郭研究会機関誌『城』１９３号に元事務局長山崎義隆氏追悼として

作成、新年例会講演会に発表したものです。山崎氏には日本城郭近畿学生研究会や全国城郭連絡協

議会運営で大変お世話になりましたが、結婚祝いとして、今話題の但馬竹田城絵画をいただきまし

た。『竹田城趾』１９７８年新制作協会員小松益喜画、竹田城趾二の丸よりと記入されています。） 

 

加賀藩甲州流兵学者有沢永貞自筆築城絵図 絵巻の内４絵図 

い）江戸の城郭研究は、軍学の兵法書、古城記、古城書上帳、軍記、古城絵図等の分野です。この

部分もほとんど先行研究がありませんので、所蔵目録の編纂による体系整理から始めることになり



ます。鎖国政策と城郭統制の中、内戦もなく、砲艦が未発達で海に守られた江戸中期の理論上の城

郭研究は武教七書、特に孫子兵法の解読に始まり、幕末まで、時代背景を異にする中で進められた。 

『江戸の兵学思想』野口武彦によれば孫子の兵書注釈としては、1626 年林羅山『孫子諺解』1673

年山鹿素行『孫子諺義』1722 年新井白石『孫武兵法拓』1791 年佐々木琴台『孫子合契』1833 年

森山定志『孫子管寴』1846 年篠崎睽孤『孫子発徴』頼山陽『古文典刑』荻生徂徠『孫子国字解』

桜田子恵『孫子略解』伊藤鳳山『孫子詳解』1858 年吉田松陰『孫子評註』がある。 

 

孫子竹簡複製               孫子注釈書 

一方、日本の戦史研究も、幕府兵法である甲州流を基本として、全国に加賀藩の有沢流を始め､多

くの流派を生み出しました。高坂昌信甲陽軍艦、小幡景憲の甲陽軍鑑解読書、北条氏長の兵法雄鑑､

雌鑑、士鑑用法等、山鹿素行の武教全書、長沼流の兵要録、荻生徂徠の鈐録、楠流七巻書、佐藤信

淵兵法一家言等の兵法書が編纂された。彼らの業績を評価したいのは、今の縄張研究とほぼ同じ軍

事的観点から作成された膨大な量の全国古城絵図です。現地を歩き､測量し作成された江戸中期の

古城の姿は消滅した城郭の縄張を研究する上で貴重なものです。富原文庫も数千枚の兵法城絵図、

古城絵図を収蔵していますが、旧大名家である蓬左文庫、浅野文庫、加越能文庫、国文学資料館等

全国に残された江戸の縄張研究の評価を充分に行うべきです。叉、古城書上げという幕府巡見使報

告に起因すると考えられる､全国の古城記も初期の日本城郭全集の編纂や各地の地方史編纂に生か

されています。江戸の縄張研究では、現地調査と絵図収集が大きな成果です。多くの古城絵図集が

編纂され残されました。城郭の歴史と構造を解明しようとした姿は今の縄張研究と変わりません。

この成果を生かし、現在の縄張研究と比較が出来ればと考えています。ただ､誰一人実践の経験が

ない時代に編纂された、縄張研究は太平の時代においては机上の学問となり､多くの練習縄張図を

生み出しました。その所産の極地が『仮本いろは字形縄』のような、とても地形に即した縄張研究の

成果とは考えられない架空の絵図まで作成されました。 

 
『仮本いろは字形縄』兵法秘伝書に見る太平の築城技術図４８図１巻、堀がいろは文字。 

ろ）実践の時代、城が築かれた時代の研究として、室町時代中期末期の作とされる『築城記』は天

正以前の築城思想を４０項目伝える唯一の貴重書で､（当文庫にも有馬成甫の写本が収蔵）内容は

すでに多くの紹介がありますので省きますが、これ以外の百戦錬磨の戦争を経験した時代の実践的



城郭研究は、築城秘伝書のような同時代資料の調査と解明が必要とされています。甲陽軍鑑も長い

論争の果てに、ようやく、其の文体から高坂弾正の作と認知された。 

２・幕末西洋築城技術導入史 

今ひとつの時代、発達した軍艦と大砲の脅威にさらされた砲艦外交の幕末、城郭要塞技術を海外

から導入し、西洋式城郭、台場の構築等国防に翻弄された時代。明治政府、陸軍が海外へ進行し、

国家間戦争となった時代、城郭研究とはいつの時代も先端の防衛陣地としての、攻撃基地としての

築城をする技術であった。幕末、アヘン戦争等欧米列強の植民地政策、開国要求の中で国防城郭の

築造はどのようにされたのか、それでは、砲術、測量、兵制等西洋技術導入の軌跡を見てみたい。

それは西洋の要塞、稜堡城郭技術導入であるが、稜堡城郭そのものは西洋においては数百年前から

存在する技術であり、築城書も見られる。和蘭の政策か、鎖国時代の我国が必要としなかったのか。

日本には長く伝わることはなかった。幕末の天保時代幕府の指示により、天文方等の築城本翻訳事

業を幕末明治西洋要塞築城翻訳本目録を作成することで実像を見てみたい。翻訳本の編年と原書の

関係を眺めていただきたい。 

幕末明治西洋要塞築城翻訳本目録（2009 年 1 月 3 日作成） 

１） 本目録は富原文庫及び板橋区立郷土資料館所蔵旧青圃文庫の築城書翻訳本所蔵目録です。

青圃文庫は軍事史学の第一人者である有馬成甫のコレクションに、銃砲史学の大家、所荘吉が

完成させたもので、兵法、砲術にかかわる日本の一大コレクションです。今回､其の西洋砲術

にかかわる部分について､高島秋帆と西洋砲術で名高い板橋区立郷土資料館が収蔵したもので

す。なお、同文庫は防衛大学校有馬文庫、国立歴史民俗博物館にも分納されている。今回、記

名以外は富原文庫収蔵品、また、有馬成甫の書簡類百通余りと築城記は当文庫の所蔵となる。 

２） 大聖寺藩の聖藩文庫のように旧大名家の古典蹟を収蔵する機関の所蔵目録数百冊からの検

索は今回時間の関係で行っていません。ただ､高知県立図書館､酒田市立中央図書館の収蔵翻訳

本には新たな書籍はみられませんでした。 

１嘉永 5 年 1852 年 『海岸備要』4 巻 5 冊本木正栄訳 原書 1751 年  

２安政 6 年 1859 年 『築城新法初編』広瀬元恭訳 時習堂蔵 木版 安政 6 年初春官許 ５冊  

板橋及び富原文庫収蔵 1843 年野戦塁堡の防御術を教導する 1 書 ２０ 

余年絶版 紀元 1856 年和蘭 歩兵隊第 5 部把教官（教佐官） 伊普別屈 

満（イフベクマン） 謹識 野戦塁堡築造の方略を教導するの書 予備器 

械総説 塁堡築造の基礎 塹壕の発掘及び胸墻の築造 胸墻を被覆する 

諸具の製造及び其用法 塁堡の抗拒力を強増する所の諸術等 7 巻 築城 

新法図 63 図 

３万延元年 1860 年 『築城典刑』前編 2 冊後編 3 冊 万延元年 10 月 縄武館蔵 

         甲必丹吉母波百児（ファンケルキウェーキ）著築城編 大鳥圭介訳鋳造活字版 

５冊 築堡法 永久築城法等１―５編 付図１―９２図 

４文久元年 1861 年 『築城新法 2 編』広瀬元恭訳 時習堂蔵 木版 文久元年暮秋官許 ５冊 

1852 年百児著（ペル）所蔵板橋 塁堡の縄張 単堡の総論 複堡の総論 襲

撃・防禦等 7 巻 築城新法 2 編図 1―24 図  

５文久元年 1861 年 『野堡建築論』乾坤 2 冊写本生田勝喜代訳 所蔵板橋 原書 1856 年ハンド

レーヂング、ベー、ツト、ランテルリフト、イン、デ、フルシカンシンク、ス

キンスト 洋学所文庫朱印 

６慶応元年 1865年 『官版英国斯氏築城典刑 初編』陸軍所 慶応元年夏吉澤勇四郎識 ２冊 所

蔵板橋 原書『ホルチヒケーション』城堡建築術という義 著者 英国マヨル



ヘクトルストレイト 1858 年 木版 西洋城堡の経始法 初編１－3 巻 2 編４

－８巻 3 編 9―11 巻 4 編 12―14 巻 5 編 15―17 巻初編付図１－81 図 

７慶応 2 年 1866 年 『官版英国斯氏築城典刑 弐編』陸軍所 慶応２年 2 月吉澤勇四郎訳 

         弐編付図８２－110 図 木版 所蔵板橋 

８慶応 3 年 1867 年 『築城約説』『築城約説図』英国 1861 年開彫 慶応 3 年夏 誠格堂発行  

2 冊 薩州降橋源神錫 松山小林小太郎訳 1―6 章 木版 付図木版色刷 1― 

7 図 しろはく双書１４として刊行   

９慶応 4 年 1868 年 『戦地急構堡砦新論』英人嗎高来原撰（マカウライ）2 冊寧静斎蔵板 

         英吉利藩属上カナダ国民兵の築城学教頭 1860 年ロンドン刊 福山石川長 

次郎訳述 初編 2 編以下追々出来 木版 所蔵板橋 

１０慶応 4 年 1868 年 『堡障略典』慶応 4 年秋兵学校 5 巻 2 冊付図 所蔵板橋 

         海軍図書印 砲兵局蔵 

１１明治 3 年 1870 年 『金湯中学』『金湯中学図』2 冊明治 3 年 6 月 

兵学寮 大島恭次郎訳 所蔵板橋 

１２明治 12 年 1879 年４月 2６日 『兵略戦術実施学巻之一』田嶋応親訳 西郷従道序 

         原書 佛国参謀学校軍術教官大佐ブイヤル著 書名アップリカーションド、タ

クチック、エー、ド、ストラテヂー 1 巻 1877 年 2 巻 1978 年 1―8 巻  

１３刊年不明     『海国兵要全』安積明閲 翠雪楼蔵 上下 1 冊 西洋城攻の法等 

１４写本年不明 『砲台砲塁築城図解（仮称）』訳本写本砲台図１－２７図  

１５明治２２年１８８５年１月―明治２３年１０月 『現時築城論』  

明治２２年１月陸軍工兵少佐石本新六閲 陸軍工兵大尉小川・福原・田内・陸軍 

砲兵中尉山口合訳 全６冊 砲工共同会記第１３・１４号偕行社記事第２７・ 

３９・４３・４７号付録 原書 ベルギー陸軍中将ぶりあるもん著１８８５年刊  

１６明治 30 年 1897 年 『海岸築城論』明治 30 年 6 月 23 日陸軍砲工学校 

       原書 英国工兵少佐ケンヨン著 1894年工兵会院記事 奥国工兵大尉ルドリーシッ

スル翻訳 1896 年砲工申報 陸軍工兵少佐太田正徳訳 和装本 海岸の防備、海岸

の築城、海岸砲台、海岸砲等３０枚 付図３版３図 

１７明治 32 年 1899 年 『偕行社記事第 215 号』明治 32 年 4 月 17―28 ページ 

       現時築城はいかに編成すべきや 陸軍工兵大尉松井倉之助訳 1896 年ブリヤルモ

ン著 

１８明治 41 年 1908 年 『明治四十一年 築城学読本 応地築城』 陸軍砲工学校 

       原書 1899 年佛国砲工実施学校教官工兵少佐チェデウ及び大尉シモン編 陸軍 

工兵中佐松井倉之助訳 51 ページ付図 5 版 52 図 

１９明治 43 年 1910 年 『築城学読本 露国野戦築城教範技術の部 砲工兵科学生用』 

工第２３１号 明治 43 年 9 月 19 日陸軍砲工学校 原書 佛国工兵大尉ウイル 

リン及びビルレット佛訳 陸軍工兵中佐川人潔太郎訳 196 ぺージ 付図 17 

版 204 図 付表１－９ 

以上を分析すれば、伝えられた最初の築城書は判明している範囲で『築城新法初編』となるが、こ

の書は和蘭で出版されて、わずか、３年後には多くの図版とともに日本に伝えられている。この後

の資料もほとんどが５年から１０年で和蘭、英国、佛国、ベルギーの軍人から伝来している。今回

は伝来の履歴のみ紹介し、内容の分析については後日行いたいが、この翻訳本と渡来軍人からの海

外技術の導入は明治末まで継続している。それ以降、戦前まで、翻訳本が見られなくなるのは独自



技術の進化によるものと思われる。『築城新法』『築城典刑』『築城約説』『海岸築城論』等１９点を

目録に抽出したが、さらに、調査を進めて全容を解明したい。 

３・旧陸軍による城郭資料の編纂目録（改訂版）  

『明治以降､政府､陸軍による城郭資料所蔵目録』は、富原文庫の旧陸軍資料を始めて､体系的に編

年整理したものです。多くの漏れが見受けられますが､其の履歴を探ることで､今回､始めて、旧陸

軍の研究史を明確にできたのではないかと考えています。それでは、編纂の完了した目録をご覧い

ただきます。（本稿も講演資料の一部ですが、今回掲載に際し、その後の資料を追加改訂した。築

城学教程も今日ほとんど見なくなったが、大量の陸軍資料の中に紛れることがある。これら陸軍の

城郭調査を抜きに、城郭研究が語れないことは、国会図書館の日本城郭資料や支那城郭の概要を見

れば自明の理であるが、これまであまりにもないがしろにされてきた。） 

 

明治以降、政府陸軍による城郭資料目録（所蔵富原文庫） 

2009 年 1 月 4－１１日作成 2013 年 12 月 4－5 日改訂 

１） 本目録は明治政府､旧陸軍に於ける城郭への関わりを理解するために、富原文庫収蔵の陸軍

城郭資料のみを、始めて､抽出し､編年したものです。測量､銃砲等関連分野についての旧陸軍

の総合的な実績を明らかにすべきと考えますが､次回とします。 

２） 旧陸軍の翻訳本については､明治以降であっても、除外し別目録としました 

１明治 4 年 1871 年 8 月 『兵部省告知、廃藩、兵制改正、鎮台置管（仮）』木版 兵部省 

       東京・大坂・鎮西・東北鎮台、分営常備兵、常備兵は元藩下之常備兵を召集 

       地方城郭之義兵部省管轄、明細之図面相調早々兵部省へ可差出事 

２明治 6 年 1873 年 7 月 19 日 『太政大臣三條実美布告第二百五十五号鎮台条例別冊』 

５６條 鎮台條例別冊改定布告、東京・仙台・名古屋・大坂・広島・熊本鎮台・ 

北海道等７軍管 １４師管４０営所 京都府知事・堺県庁布令・市販計 3 冊所蔵 

３明治 9 年 1876 年 『築城教程』内題築城教程読本 明治 9 年 8 月陸軍士官学校学科部 

       １一般の要領並に定説 ２野堡を総称して堡塁の名目 ３経始 ４堡塁内部の編

制 ５副防禦 ６遮蔽法及び野堡構築 ７変地に於ける堡塁 ８設堡陣地の攻撃

及び守防 ９野堡の活用 付図 91 図欠 和装活字本９６枚 

４明治 15 年 1882 年 『臨時築城教程第一版全』明治 15 年 6 月 19 日 陸軍文庫 

       １総論築城の定説 ２堡塁 ３経始 ４堡塁内部の編制 ５副防禦 ６遮蔽法及

び野堡の構築法 ７陣地防禦編制法 ８野堡の活用 ９原野に於て軍隊の定位に

関する作業 １０野堡の攻撃法・防禦法 和装活字本１３８枚 付図１―３４版要

塞２２５図 同一本２冊及び付図のみ１セット収蔵 

５刊年不明   『臨時築城教程第二部付図』大判１―２９版要塞１２７図 本文欠 

        堡塁別工手数、器具数、時間、備考、１―６表 軍隊単位別配付器具表、工事の



簡略法 

６刊年不明印刷推定明治 17 年以前『永久築城第二教程巻之二』第五編 海岸築城和装 111 枚 

７明治１７年 1884 年 『築城学教程永久之部第五編 海岸防禦 第一版』陸軍大学校講本 

       明治 17 年 9 月 陸軍大学校助教工兵大尉三村友芸編纂 陸軍文庫蔵 

８作成年不明  『要塞砲兵砲台勤務完』草稿 手書き 33 枚 しろはく双書１５刊行 

      １部砲台勤務 １砲台の区分及び統属 ２指揮の連携 ３指揮官 ４警戒勤務 ５

砲台内の勤務 ６宿営 ７衛生 ８給糧 ９弾薬の補充 １０材料及び砲台修理  

２部砲台演習 １一般の要領 ２演習の結構及び実施 ３演習材料  

９明治２６年 1893 年 『軍事学』明治２６年９月１４日―１０月５日軍事学講義４回 

       測図学、国軍の編制、野戦軍背後勤務等合冊 著者不明活字本付図１７図 

１０明治２８年 1895 年 『二十八年第三版 築城学教程 永久築城の部 巻四』和装本 

       付図１－４５版１６５要塞図 同一本２冊収蔵 刊行所不明 

１１明治３１年 1898 年『三十一年改訂 築城学教程 巻１・巻 3・付録』巻２欠第 73 号 

       陸軍士官学校 明治 31 年 12 月本書により築城学を修習スベシ 

       巻１臨時築城之部 明治 20 年 12 月編纂 22 年 1 月改訂 23―28 年毎年改訂増冊 30

年改訂増冊31年 12月陸軍工兵大尉堤吉次改訂増冊 174ページ 付図４４版 238

図 洋装本 巻３永久築城 116 ページ付図４０版 144 図 洋装本 付録 野戦

工事必要人員器具時間表 小型 1 枚 6 折本 

１２明治 32 年 1899 年 『三十二年初版築城学教程巻之二付録』交通学応用作業教例 

       明治 32 年 7 月教官陸軍工兵大尉岡田直方編纂 洋装本 56 ページ 1―4 表 ６

版 18 図 

１３明治 33 年 1900 年 『砲兵学校 要塞戦史第一版』明治 33 年 7 月 5 日工第 107 号 

陸軍砲兵学校 1864 年ジュツペル要塞の攻守 付録攻城計画案 付図５版 

１４明治 33 年 1900 年 『三十三年改訂 築城学教程巻１付録・２・3・3 付録』 

        巻１付録３３年改訂臨時築城学応用作業教例 ６２ページ １―３表 付図６

版１３図 同一本 2 冊  

巻２明治３１年１２月陸軍工兵大尉熊野御堂武夫編纂 ３２年・３３年１月・

１２月増冊 交通（道路・橋梁・鉄道・電信）１１６ページ 付図３２版１６３図 

        巻３明治３２年３月陸軍工兵大尉伊藤直光編纂３３年３４年増冊 

       永久築城 １１７ページ 付図３５版１２３図 

        巻３付録 内題築城沿革略史 

        明治３３年４月教官陸軍工兵大尉庄田藤治編纂 

        ３４年９月教官陸軍工兵中佐榊原昇造増補 

        １外国築城の沿革 ２本邦築城の沿革１９―８０ページ 付図１７版２３図 

        １８図大庭古城  

１９図菅谷村古城明治３３年３月２９日歩兵中尉多賀宗之著 

        ２０図松山古城明治３３年４月１日騎兵中尉佐伯岩二 

        ２１図鉢形古城明治３３年４月１０日測図歩兵中尉吉田護朗騎兵中尉壬生基義  

        ２３図五稜郭平面断面図 陸軍工兵大尉岡田直方 

１５明治３４年 1901 年『三十四年改訂築城学教程巻 1・１付録・２・３・3 付録』第百号 

         巻 1 明治 34 年 9 月陸軍士官学校 135 ページ 付図 26 版 151 図 

巻１付録 35 年 3 月改訂 33 年と同様 



         巻２ 35 年 1 月増冊 104 ページ基本 33 年同様付図２４版 134 図 

         巻３明治三十五年改訂 112 ページ 付図 27 版 95 図 

巻３付録 築城沿革略史 78 ページ付図は 33 年と同様 同一本 2 冊 

１６明治 35 年 1902 年『明治三十五年要塞戦術学教程第三版全』陸軍砲工学校工第 132 号 

         本書により要塞戦術の科目を修習すべし明治３５年 8 月 30 日 

         要塞戦術とは築城学教程の一部として講授 和装本 181 枚 

         第１版明治 25 年 2 月陸軍工兵大尉中村愛三編纂 第 2 版 26 年改訂   

         第 3 版 30 年 8 月改訂 31 年 12 月新教則に基づき１科となす。 

         引用書目 1899 年佛国攻守城教令 1899 年奥国ブリンネル要塞戦術 

         1898 年白国ドギース要塞の攻撃及び防禦 1901 年独国スターベンハーゲン

要塞戦法 1897 年奥国ジクムンドミーリヒホーフェル海岸要塞戦 1899 年

同築城学海岸防禦 明治 33 年陸軍要塞砲兵射撃学校編纂海軍戦術 １陸地要

塞戦 ２海岸要塞戦 

１７明治 35 年 1902 年 『明治三十五年築城学教程 素質 第六版』工第 137 号 

 『明治三十五年築城学教程 素質 第六版 付図』 

内題砲工学校築城学教程 2 冊 明治三十五年 12 月 3 日  

陸軍砲工学校 和装本 59 枚 

明治 24 年 5 月開刷 陸軍工兵大尉石川義仙編纂 

引用書目 1896 年佛国砲工学校著築城学教程第 2 部等 

大判付図 ５３版 120 図 

１８明治 36 年 1903 年 『明治三十六年築城学教程 要塞編成 第 7 版』工第 145 号 

         明治３６年６月１６日陸軍砲兵学校 和装本１１８枚 

１９明治 40 年 1907 年 『四十年改訂 築城学教程 巻 1・1 付録・2・2 付録』第 153 号 

         明治 40 年 12 月陸軍士官学校  

         巻１野戦築城 167 ページ付図付表 巻 1 付録 93 ページ付図 

         巻２交通 157 ページ 付表付図 巻２付録 92 ページ付図 

２０明治 41 年 1908 年 『明治四十一年 築城学教程 第一版 築城歴史』工第１９２号 

         明治 40 年 11 月 5 日陸軍砲工学校 和装本 53 枚付図 16 版 56 図 

         本書 元築城素質の一部として明治 36 年陸軍工兵少佐松井倉之助 大尉島捨

吉編纂 大尉松井順訂正築城歴史第１版とする 

２１明治 41 年 1908 年『教範改正草案対照 野戦築城研究』明治 41 年 1 月 20 日 XYZ 著 

          東京厚生堂刊行 巻上 126 ページ 下欠 

２２明治 42 年 1909 年『明治四十二年 築城学教程 海岸築城 第十二版』工第２０８号 

          明治４２年 2 月 27 日陸軍砲工学校 和装本 83 枚 

          第１版明治 24 年石川工兵大尉以下 11 版まで改訂 

２３明治 42 年 1909 年 『明治四十二年 築城学教程 築城歴史 第二版 普通科砲工兵用』 

          明治 42 年 11 月 2 日陸軍砲工学校 明治 41 年版と同様 

２４明治 42 年 1909 年 『明治四十二年 築城学教程 素質 第九版 普通科砲工兵用』工第２

２１号 明治 42 年 11 月 31 日 陸軍砲工学校 和装本 58 枚 

２５明治 42 年 1909 年 『明治四十二年 築城学教程 要塞編成第 2 部第十版 砲工兵高等科用』

『同付図』2 冊 和装本 94 枚 大型付図 36 版 56 図 

２６明治 42 年 1909 年 『四十二年改訂 築城学教程』巻１－３ 付図１―３完 



          明治 42 年 12 月陸軍士官学校 

          巻１野戦築城 184 ページ付図付表 付録 107 ページ付図付表 

          巻２交通 193 ページ付図付表 付録 68 ページ付図付表 

          巻３永久築城１４１ページ付図付表  

          付録１要塞戦戦例２外国築城之沿革３本邦築城の沿革４海軍の戦闘材料 

１３６ページ ６７－１２６は日本築城史 

          付図２５版３６図内２５―３０図は明治３３年版と同様古城図 

２７明治 43 年 1910 年 『築城史料』命第３３号 明治 43 年 3 月 31 日築城部本部長村田淳 

          本書を以て本邦築城術沿革研究の参考とナスへシ 

          築城史料は大日本築城史編纂の稿本なり。373 ページ。 

          大庭古城・菅谷古城・釜山鎮城・品川台場・五稜郭・和田岬・川崎・今津 

西宮砲台図収録 

          なお、富原文庫本には明治 41 年 3 月『築城に関する実験付表付図』旅順 

要塞史料 89 図が合冊されている。これについては、しろはく双書１１・ 

１２で復刻した。 

２８明治 44 年 1911 年 『明治四十四年 築城学教程 永久築城学、要塞編成第 1 部 普通科 

砲工兵用 第十一版』『同付図』2 冊 工第２３４号 

          明治 44 年 1 月 9 日陸軍砲工学校 和装本 44 枚 

          付図 大型本三十一版 50 図 

２９明治 44 年 1911 年 『明治四十四年 要塞戦史 第二部第一版 高等科砲工兵用』 

          陸軍砲工学校 和装本 148 枚 旅順要塞の攻守 

３０明治 45 年 1912 年 『砲工学校 要塞戦史第二部第二版上巻 高等科砲工兵用』 

          洋装本 273 ページ 本文は明治 44 年本と同様 付図付表が加わる。 

３１大正 3 年 1914 年 『野戦築城教範改正草案』3 月 1 日兵用図書株式会社 豆本 

３２大正 4 年 1915 年 『偕行社記事 第 497 号 航空術発達の築城術に及ほすへき影響を論ず』 

３３大正 9 年 1920 年 『大正九年改訂 築城学教程巻一・二終』第２７９号 

大正９年１０月陸軍士官学校 築城は軍隊の戦闘力を保持増進する一要素

にして､防者のみならず､攻者もまた之を使用を緊要とすることあり。中略 

築城の効用は我火器の効力を発揚し敵火の威力を滅殺するにある。 

         巻１野戦築城 １２７ページ 付図付表付録付図 同一本２冊 

         巻２永久築城 ９０ページ 付図４８版７５図 

３４大正９年 1920 年 『数線陣地に関する研究』大正 9 年 4 月陸軍歩兵学校将校集会所 

         教官陸軍歩兵少佐 山崎定義口述 112 ページ 付図 64 図 

３５大正 11 年 1922 年 『野戦築城学講授録』陸軍大学校将校集会所 

         兵学教官陸軍工兵少佐高屋康彦述 ４３２ページ 

         付面大型 39 図 付録欧州大戦間野戦築城の変遷摘要 

３６大正 12 年 1923 年 『大正十二年 永久築城学講義録 巻１・２』孔版印刷 

         中芝工兵大佐述 陸軍大学校 巻１ 68 枚 巻２ 139 枚付図印刷 

３７大正 13 年 1924 年『要塞戦術』孔版印刷､手書き資料､付図印刷大量の付図付表 27 問 

３８大正 13 年 1924 年『日本古戦法全』参謀本部編纂 大正 13 年 4 月 5 日参謀本部刊行 

         本書は明治 12，3 年日本兵制沿革誌､日本兵器沿革誌と前後し、陸軍参謀局 

廣田忠三郎起草､今校訂の上印刷す。 



         兵制・戦略・戦法・斥候・間諜・信号・行進・攻城・守城 

３９大正 13 年 1924 年 『野戦築城教範改正草案』豆本 大正 13 年 7 月 5 日 225 ページ 

４０昭和 2 年 1927 年 『『野戦築城教範』6 月１５日陸軍大臣 軍令陸第 3 号 武揚堂 豆本 

４１昭和 4 年 1929 年 『昭和 4 年 築城学教程 要塞配置 第十六版 高等科砲工兵用』 

         『同付図』陸軍砲工学校 工 436 号 

         第 1 版明治 29 年 7 月教官陸軍工兵大尉松井倉之助編纂以降改訂 

         付図諸外国要塞配置図折込 25 図 

４２昭和 4 年 1929 年 『昭和 4 年改訂 戦術兵器築城の沿革並戦史集』397 号 10 月 

      陸軍士官学校 第４築城の沿革 117―128 ページ内皇国 6 ページ 

         付図 菅谷古城、豊臣氏の大坂城､品川台場､五稜郭のみ他図多数 

４３昭和 4 年 1929 年 『昭和 4 年改訂 築城学教程 巻一・巻二』410 号 10 月 

         陸軍士官学校 巻１野戦築城 巻２永久築城（世界大戦）付図多数 

４４昭和 5 年 1930 年 『昭和５年改訂 戦術兵器築城の沿革並戦史集』421 号 10 月 

         陸軍士官学校 日本築城の沿革昭和 4 年版同様 

４５昭和７年 1932 年『野戦築城教範』３月２０日陸軍大臣 軍令陸第 3 号 川流堂 豆本 

４６昭和７年 1932 年 『昭和７年改訂 戦術兵器築城の沿革並戦史集』455 号９月 

         陸軍士官学校 日本築城の沿革昭和 4 年版同様 

４７昭和７年 1932 年 『昭和７年改訂 築城学教程 巻一』463 号 11 月陸軍士官学校 

４８昭和８年 1933 年 『昭和８年改訂学生用 築城学教程 全』494 号２月 

         陸軍士官学校 215 ページ付図付表多数  

４９昭和 8 年 1933 年 『赤軍野戦築城教範』400 ページ 陸軍工兵学校研究部編 

         川流堂小林又七刊 昭和 8 年 11 月 20 日 小型本 

５０昭和 9 年 1934 年 『築営教範』軍令陸第 6 号 4 月 15 日兵用図書株式会社 豆本 

５１昭和 9 年 1934 年 『築営教範』軍令陸第 6 号 ５月 10 日一二三館 豆本 

５２昭和 9 年 1934 年『昭和９年改訂兵器射撃築城交通測図航空の沿革集全』５０９号９月 

         陸軍士官学校 日本築城の沿革昭和 4 年版同様 

５３昭和 12 年 1937 年 『昭和 12 年改訂 兵器射撃築城交通測図航空の沿革集全』６０３号９月 

78 ページ 陸軍士官学校 日本築城の沿革昭和 4 年版同様 

５４昭和 13 年 1938 年 『野戦築城教育規定』教訓第１７号 教育総監 4 月 16 日豆本 

５５昭和 13 年 1938 年『昭和 13 年改訂 兵器射撃築城交通測図航空の沿革集全』６４４号 

９月 78 ページ 陸軍士官学校 日本築城の沿革昭和 4 年版同様 

５６昭和 13 年 1938 年 『昭和 13 年改訂 築城学教程 巻一』６６８号９月陸軍士官学校 

追記・昭和 14 年 1939 年 『昭和 14 年印刷 築城学教程全』内題昭和 12 年印刷学生用 

          本文 153 頁野戦築城・永久築城・永久築城に依る陣地に対する攻撃 

          附録 1－7 附図 1－73 付表 1－5 詳細な要塞図集 

５７昭和 15 年 1940 年 『昭和 15 年改訂 築城学教程 巻一』７２４号４月陸軍士官学校 

５８昭和 15 年 1938 年 『野戦築城教育規定』教訓第１７号 １０月５日川流堂 豆本 

５９昭和 16 年 1941 年 『昭和 16 年改訂生徒及学生用 築城学教程 全』９９号６月 

         陸軍航空士官学校 １４９ページ付図付表多数  

６０昭和 16 年 1941 年 『昭和 16 年改訂 築城学教程 巻一』７５７号８月陸軍士官学校 

６１昭和 16 年 1941 年 『歩兵築城第一部』陸軍歩兵学校 8 月野戦築城教範改正用豆本 

６２昭和 16 年 1941 年 『築城交通参考図表』陸軍航空士官学校 １４表 小型本 



６３昭和 17 年 1942 年 『昭和 17 年改訂生徒及学生用 築城学教程 全』１３２号５月 

         陸軍航空士官学校 １４４ページ付図付表多数  

６４昭和 17 年 1942 年 『昭和 17 年改訂 築城学教程 全』７８５号１０月 

         陸軍士官学校 １１８ページ付図付表多数 

６５昭和 17 年 1942 年 『図上作戦（築城）』4 月 14 日五十嵐少佐 

         『築城教練計画』6 月４・24 日五十嵐少佐 

         『築城之参考』８月五十嵐少佐 

         『築城原則』１２月３日岡野少佐  

         以上４点 孔版印刷叉は手書きで実際の講義記録 

６６昭和 17 年 1942 年 『蘇軍野戦築城の素質及防禦築城編成設備に関する図例』 

          陸軍士官学校 11 月 大型折込図 2 枚 

６７昭和 18 年 1943 年『野戦築城教範編纂理由書（案）』1 月 30 日陸軍工兵学校 50 ページ 

          『野戦築城教範編纂理由書（第二部）』五十嵐少佐著 

７月教育総督部調整 11 月陸軍工兵学校複写 孔版印刷 32 ページ 

『築城原則に関する課題』孔版印刷 6 枚付図 

６８昭和 18 年 1943 年 『特殊陣地攻撃に於ける師団工兵の行動の参考』陸軍工兵学校 

          8 月 孔版印刷 極秘 172 ページ付表付図多数 

６９昭和 18 年 1943 年 『昭和 18 年改訂生徒及学生用 築城教程 全』２０２号１０月 

         陸軍航空士官学校 ９１ページ付図付表多数  

          『築城教程付録 参考書』 ２０３号 59 ページ付図同一本 2 冊 

７０昭和 18 年 1943 年 『野戦築城教範 第二部』陸達第２６号１０月１０日豆本尚兵館 

７１昭和 18 年 1943 年 『昭和 18 年改訂 築城学教程 全』８２１号１２月 

         陸軍士官学校 １１８ページ付図付表多数 

７２昭和 19 年 1944 年 『築城転地演習記事』2 月陸軍工兵学校五十嵐 孔版手書き 

７３昭和 19 年 1944 年 『野戦築城教範第一・二部』陸達第２６号８月５日 武揚堂豆本 

追記・昭和 19 年 1944 年 『昭和 19 年印刷生徒及学生用築城教程全』 

陸軍航空士官学校第２０２号 野戦築城・偽装・付表・付図・附録 

『築城教程附録参考書』第２０３号  

永久築城・攻撃における築城・抗道・編束物及被覆 

７４昭和 20 年 1945 年 『野戦築城教範 第二部』陸達第２６号３月２５日 豆本 

          軍隊教育用図書株式会社 

７５刊年不明     『永久築城学教程 巻二別冊』図面集１２図 

７６刊年不明     『第三十八期生徒用 築城学教程』孔版印刷９４枚 

７７刊年不明     『改訂 歩兵八書（射撃築城付表付図）付録』 

          築城の内題 野戦築城教範付図 １４３図 

４・築城学教程の系譜 

以上、目録にあるように、全資料を所蔵できたわけではないが、79 種 106 冊（ ）の刊行物には、

著作に関する履歴の記載が多くあり、初めて、研究史の大筋が明らかにすることになりました。す

なわち、これまで、残片的に伝えられてきた、築城学教程の系譜を明らかにするものです。臨時築

城、永久築城、築城沿革略史成立の過程を明らかにします。築城教程の始めての編纂は陸軍士官学

校外人教師クレットマンです。ここでは築城学教程ではなく、築城教程とされ、臨時築城がまとめ

られています。 



い）旧陸軍築城資料の嚆矢 築城教程 明治 9年 8月 クレットマン著 陸軍士官学校 

明治９年８月陸軍士官学校学科部『築城教程』内題 築城教程読本 

和紙活字袋とじ本 １２５mmx１８０mmｘ１４ｍｍ 紙数９７枚 

陸軍士官学校が読本つまり教科書として作成、内容は陸軍士官学校教師クレットマン編纂、原胤親

訳 付図が９１図不明。本文１冊本付図不明。 

本文内容 １一般の要領並に定説 ２野堡を総称して堡塁の名目 ３経始 ４堡塁内部の編制 

５副防禦 ６遮蔽法及び野堡構築 ７変地に於ける堡塁 ８設堡陣地の攻撃及び守防 ９野堡の

活用 以上、当時の要塞の実務書となっている。 

ろ）臨時築城教程 明治 15 年 6 月 

明治１５年６月陸軍文庫刊、第一版全の内容は築城教程とほぼ同様で、１総論築城の定説 ２堡塁 

３経始 ４堡塁内部の編制 ５副防禦 ６遮蔽法及び野堡の構築法 ７陣地防禦編制法 ８野堡

の活用 ９原野に於て軍隊の定位に関する作業 １０野堡の攻撃法・防禦法、紙数 138 枚と増補

されている。叉、築城教程では未発見の付図が 225 図と第二部付図が 127 枚有り、築城教程の不

足を保管することが出来るかもしれない。第二部の付図は大版ですが、本文は不明である。 

は）築城学教程の始め 永久築城の内海岸築城 明治 17 年 9 月 陸軍大学校講本 

築城学教程がどのように編纂されたのか、その経過は残された資料で見る限り、一度に完成したも

のではなく、全体の構想があり、必要なものから編纂されたものと見受けられる。編纂は臨時築城

と永久築城に分かれているが、臨時築城が先の臨時築城教程で踏襲したものか、築城学教程におい

ては、初期、永久築城のみしか見受けられない。すなわち、明治 17 年築城学教程初出永久の部第

5 編海岸築城と、ほぼそれに近い時期と推定される永久築城第二教程巻之二第五編海岸築城である。

明治 28 年に第三版永久築城の部第四編まで、築城学教程は永久築城のみで、臨時築城は見られな

い。築城学教程は陸軍大学校の講義本として、9 月陸軍大学校助教工兵大尉三村友芸によって、編

纂され、陸軍文庫蔵とされている。 

この時代の陸軍士官学校、陸軍大学、陸軍文庫の関係の整理は別途行いたい。 

なお、築城学教程においては海岸築城の第 1 版は明治 24 年石川工兵大尉編纂としている。 

に）築城学教程の巻１臨時築城完成 明治２０年 12 月臨時築城の部 

ほ）築城学教程巻１―3 巻完成 明治３２年 7 月巻２交通の部完成 

明治 31 年改訂築城学教程は巻１臨時築城、巻３永久築城となり、翌、明治 32 年 7 月教官陸軍工

兵大尉岡田直方が巻二交通を編纂し、ここに、築城学教程巻１－３が完成したことになる。ただ、

巻 1 の履歴に臨時築城の部明治 20 年 12 月編纂と有り、この完成時期を明示している。 

へ）築城学教程 素質 明治 24 年 5 月 陸軍砲兵学校陸軍工兵大尉石川義仙編纂 

要塞戦術学教程 明治 25 年 2 月陸軍砲兵学校陸軍工兵大尉中村愛三編纂 

築城学教程 要塞配置 明治 29 年 7 月教官陸軍大尉松井倉之助編纂 

砲兵学校 要塞戦史 明治 33 年 7 月  

築城学教程 要塞編成 明治 36 年 6 月 

築城学教程 築城歴史 明治 41 年 明治 40 年 11 月築城素質の一部明治 36 年陸軍工兵少佐

松井倉之助、大尉島捨吉編纂大尉松井順訂正築城歴史第 1 版とする。 

陸軍砲兵学校が欧米の要塞戦術書や士官学校本を引用書目として、編纂したもの。 

と）築城沿革略史の初出 明治 33年 4月教官陸軍工兵大尉庄田藤治編纂 

明治 33 年築城学教程は巻１臨時築城、巻 2 交通、巻 3 永久築城に加えて、巻 3 付録を添付してい

る。表題は単なる、付録であるが、内題は築城沿革略史となり、ここに始めての日本築城史が登場

する。翌、明治 34 年版には、表紙にはっきりと築城沿革略史と明記され、陸軍士官学校刊行物ナ



ンバー百が付されている。このナンバーは巻 1 にのみ表示されるが、おおよその刊行年を推定する

ことが出来る。 

内容は巻３付録 内題築城沿革略史 明治３３年４月教官陸軍工兵大尉庄田藤治編纂    ３

４年９月教官陸軍工兵中佐榊原昇造増補 

１外国築城の沿革 ２本邦築城の沿革１９―８０ページ 付図１７版２３図 

           １８図大庭古城  

１９図菅谷村古城明治３３年３月２９日歩兵中尉多賀宗之著 

           ２０図松山古城明治３３年４月１日騎兵中尉佐伯岩二 

           ２１図鉢形古城明治３３年４月１０日測図歩兵中尉吉田護朗 

 騎兵中尉壬生基義  

           ２３図五稜郭平面断面図 陸軍工兵大尉岡田直方 

となり、当時の貴重な測量図面と測量軍人の名前が明記されている。 

明治 42 年版に置いては巻 3 にに含まれ、巻３永久築城１４１ページ付図付表となる。  

            付録１要塞戦戦例２外国築城之沿革３本邦築城の沿革４海軍の戦闘材

料 １３６ページ ６７－１２６は日本築城史 

            付図２５版３６図内２５―３０図は明治３３年版と同様古城図 

ち）大日本築城史稿本 築城資料 陸軍築城部本部 

『築城史料』命第３３号 明治 43年 3月 31日築城部本部長村田淳 

          本書を以て本邦築城術沿革研究の参考とナスへシ 

          築城史料は大日本築城史編纂の稿本なり。373 ページ。 

          大庭古城・菅谷古城・釜山鎮城・品川台場・五稜郭・和田岬・川崎・今津・

西宮砲台図収録 

り）築城学教程 2 冊本野戦築城、永久築城 大正 9 年昭和 4 年 

築城学教程は交通がなくなり、野戦と永久の項目 2 冊となり、日本築城史も消滅する。 

ぬ）戦術兵器築城の沿革並戦史集 陸軍士官学校 第４築城の沿革 昭和 4 年 

第４築城の沿革 117―128 ページですが、内皇国 6 ページのみ、 

         付図 菅谷古城、豊臣氏の大坂城､品川台場､五稜郭のみ他図多数 

         昭和 9 年に改訂兵器射撃築城交通測図航空の沿革集全と改題。13 年まで出版

される。 

る）築城学教程 1 冊本 昭和 17 年昭和 18 年 

築城学教程は昭和 7 年、13 年、15 年、16 年と巻１のみが確認され、巻 2 が見られない、同時に、

昭和 8 年学生用として 1 冊本が、さらに、陸軍航空士官学校も昭和 16 年、17 年 1 冊本を、つい

に、昭和 17 年陸軍士官学校も昭和 17 年改訂築城学教程全として 1 冊本となった。昭和 18 年の陸

軍航空士官学校 1 冊本は築城学教程でなく、築城教程に戻っている。 

陸軍士官学校の築城学教程は 1 冊本として、昭和 18 年まで見られる、刊行ナンバーは 821 冊目と

なった。本文中刊行ナンバーは省略したが、目録にはわかる範囲で付与している。 

何れの教本にも豊富な要塞地図が多数収録されている、何れこれらの資料集を編纂したい。 

５・城郭研究史参考書目抄 所蔵富原文庫 

１） 日本城郭研究史は城郭文献紹介の側面がある、今後、研究史を明らかにするために、明治

城郭文献目録および、日本城郭文献総目録を編纂したい。 

２） 城郭文献については数万冊､富原文庫の書架が一般城郭文献は編年､個別城郭については、

県別､城別､編年となり、現物による検索を可能にしている。 



支那城郭の概要表紙・折込 

１明治 29 年 1896 年 『古蹟取調会主意規則方法略』9 月発起活字本第六府城関塞の旧址  

２明治 32 年 1899 年 『日本城郭誌 巻首』9 月小野清 

３明治 39 年 1906 年 『古事類苑 兵事部』 ２４－２５城郭 117 ページ 

４明治 44 年 1911 年『本邦城郭の変遷発達』９月３日原秀次郎昭和 4 年越智郡郷土誌材 

５昭和 4 年 1929 年 『古城址調査の栞 附 城制用語略解』1 月 20 日福島武雄箕輪城考 

６昭和 11 年 1936 年 『軍事史研究 創刊号』軍事史学会 

追加・昭和 15 年 1940 年 『支那城郭の概要』12 月支那派遣軍総司令部 

７昭和 33 年 1958 年 『明治維新以降本邦要塞築城概史』4 月 29 日 藤沢一孝 76 ページ 

８昭和 33 年 1958 年 『古城概略』11 月 1 日陸上自衛隊第１管区総監部窪田三佐 

９昭和 40 年 1965 年 『軍事史学 創刊号』軍事史学会 5 月 1 日 

１０昭和 46 年 1971 年 『城郭誌 VOL１城郭文献目録』4 月 10 日城郭誌談会 

１１昭和 58 年 1983 年 『築城・偽装』3 月陸上自衛隊幹部候補生学校 

１２平成 3 年 1991 年 『城郭関係図書所在一覧』日本城郭研究センター城郭研究室 

『支那城郭の概要』は今から 20 年前突如として、神田の一誠堂書店、慶文堂書店、東城書店、秦

川堂書店に 4 冊現れた以降存在しない幻の書である。内 1 冊は落丁であった。一度、香港中文大

学で縮小復刻されたが、原本の面影はなく、これも絶版となった。全 103 枚の大型市街都市実測

図は戦前の中国都市の現状を知りうる貴重な図面である。 

博物館事業報告 

１・春日山城絵図･地図所蔵目録 

１） 春日山古城之図 ７８ｘ９９ｃｍ 内題 越後国頭城郡春日山城之図 彩色筆写絵図 作成江戸時代 

２） 越後古城旧跡図譜 全 １冊 （仮題） １８，５ｘ２６，５ｃｍ 絵図は見開き２頁３７ｘ２６， 

５ｃｍ 福島古城並今街之図、直江津今街眺望図、春日山古城、出之池図、糸魚川図、越後地誌  

原題不明 彩色筆写図上記５図含む１１行４４頁和装本 

（本誌は２５年１２月に越後名勝誌と判明した。本誌は１冊本であるが、確認本には上下と補遺で３冊本 

、上記以外に中世古城絵図数枚が描かれていたが、残念ながら落札できなかった。） 

 

３） 謙信自画春日山城之図 ３０，５ｘ５２ｃｍ 木版色刷 安政７年正月刊 

    郡上武学掌教 山脇正準謹識  図之履歴木版8行 北越流より南部候淨画小見川の殿人荒井尭宗 門

人飫肥のとの人守永宗模 要鑑抄乃真偽 

４） 春日山城形図 ７６ｘ８４ｃｍ 石版色刷図 清松軒七拾翁図之 明治刊  

５） 袋題 上杉謙信公城趾 越後春日山旧図 板権所有清水氏 越後春日山旧図 ７４ｘ８６ｃｍ  



石版 色刷図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版３２年７月 ７日再版 

    編者清水佳之助 春日山城沿革略誌 周辺富岡蕉雨作直江津―高田鳥瞰図等周辺に記載 

６） 春日山城絵図（仮題） ３８ｘ６７ｃｍ 彩色筆写絵図 作成幕末 

７） 越後国春日山城之図 ３６ｘ５４ｃｍ 筆写絵図 作成江戸時代 虫食い破損あり 

８） 越後春日山古城略図 ５２ｘ７２ｃｍ 筆写絵図 作成幕末 

９） 袋題 上杉謙信公城趾 越後春日山旧図 春日村木田清水氏蔵版 

    越後春日山旧図 ５５ｘ５４ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版 

    編者清水佳之助 県社春日山神社参拝記念印 別に富岡蕉雨作直江津―高田鳥瞰図 

１０） 春日山神社二殿之図 ３８ｘ５１ｃｍ 石版図 明治３３年１０月１日発行 小川澄晴 

１１） 袋題 越後春日山旧図 春日村字木田 清水氏蔵版 絵柄付き 

    越後春日山旧図 ５３ｘ５５ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２３日出版  

    編者清水佳之助 

１２） 袋題 上杉謙信公城趾 春日山旧図 

    越後春日山旧図 ５４ｘ５５ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版 

１３） 袋題 上杉謙信公城趾 春日山旧図 

    越後春日山旧図 ５４ｘ５５ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版 

    １２と同一図であるが異版 大正１３年７月１１日正午探勝と記入 

１４） 袋題 上杉謙信公城趾 春日山旧図 

    越後春日山旧図 ５４ｘ５５ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版 

    １３と同一図である 

１５） 越後春日山旧図 ５５ｘ５４ｃｍ 石版図 明治２６年９月１９日印刷２２日出版 

    編者清水佳之助 別に富岡蕉雨作直江津―高田鳥瞰図 ９と同一図袋なし 

１６） 袋題 上杉公春日山在城之絵図 木版 

    上杉公春日山在城之図 石版図 明治４０年４月出版 加藤長四郎 定価１０銭 

    会津若松城絵図研究で著名な加藤長四郎の作品 

１７） 上杉謙信公城趾 春日山 ４０ｘ２７ｃｍ 春日山古城図 春日山付近図 大竹商店 戦前 

１２月に追加 

銅版直江津、春日山、高田鳥瞰図 紀元２５４８年８月 富岡蕉雨 ２２ｘ７６ｃｍ 

２・城郭関連錦絵所蔵目録 

 錦絵の内、印刷技術、軍隊調練、風景鳥瞰図、人物、江戸東京、立版古、日清日露、新版画、金

鯱（名古屋城金鯱は前回記載のため省く）を除き、城郭、古戦記関連の錦絵６１４枚の目録である。

同一画題が続くものは複数所蔵している。ここ３年の収集品は未整理である。これらは照明を減少

した中での展示会対象としている。城郭錦絵の展示会開催希望があれば、ご連絡ください。 

古戦記録 

１大手小野好古搦手源経基純友居城責 芳虎 ３枚続き 

２大手小野好古搦手源経基純友居城責 芳虎 ３枚続き 

３奥州高館大合戦 芳虎 ３枚続き 

４陸奥国白川表大合戦之図 芳虎 ３枚続き 

５源頼朝公奥州泰衡征討之図 芳虎 ３枚続き 

６源頼朝公奥州泰衡征討之図 芳虎 ３枚続き 

７八幡太郎義家奥州軍立之図 芳盛 ３枚続き 

８奥州高館水責血戦之図 芳員 ３枚続き 



９寿永三年正月十六日宇治川大合戦図 芳虎 ３枚続き 

１０倶利伽羅谷大合戦図 春亭 ３枚続き内２枚 

１１寿永二年木曽義仲平将知度倶利伽羅谷大合戦 芳幾 ３枚続き 

１２一谷鵯越阪落之図 芳靏 ３枚続き 

１３摂州須磨内裏源平大合戦之図 国貞 ３枚続き 

１４生田杜大合戦之図 芳虎 ３枚続き 

１５元暦元年２月７日摂州一の谷鵯越ヨリ義経平家ヲ攻ル図 芳藤 ３枚続き 

１６和田合戦義秀惣門押破 国芳 ３枚続き 

１７猿島偽館合戦図 芳員 ３枚続き 

１８太平記元弘元年山城国笠置城合戦図 芳員 ３枚続き 

１９足利直義大軍楠正行赤坂之居城囲 芳宗 ３枚続き 

２０足利直義大軍楠正行赤坂之居城囲 芳宗 ３枚続き内２枚 

２１楠千剣破篭城之図 芳虎 ３枚続き 

２２楠千剣破篭城之図 芳虎 ３枚続き 

２３楠判官楠正成ハ一族―千早の城楯籠もり 芳員 ３枚続き 

２４楠判官楠正成ハ一族―千早の城楯籠もり 芳員 ３枚続き 

２５元弘年中楠正成北條が８０万の大軍 芳藤 ３枚続き 

２６元弘年中楠正成北條が８０万の大軍 芳藤 ３枚続き焼け 

２７楠正成千早城普請之図 芳藤 ３枚続き 

２８楠正成千早城普請之図 芳藤 ３枚続き 

２９赤坂合戦之図 春章 ３枚続き 

３０贈従三位左近中将楠正成卿― 芳虎 ３枚続き 

３１楠千剣破篭城之図 芳虎 ３枚続き 

３２楠正成河内国千早城鎌倉勢惣責寄 貞秀 ３枚続き 

３３楠正成千剣破城防戦図 貞秀 ３枚続き 

３４楠正成金剛山千破窟の城を築く図 芳藤 ３枚続き 

３５楠公朝敵退治図 芳員 ３枚続き 

３６日本外史之内楠氏― 小林清親 明治１２年３枚続き 

３７楠正成千早城ニテ音楽― 貞秀 ３枚続き内１枚 

３８不明 貞虎 ３枚続き内２枚 

３９不明 合戦 芳虎 ３枚続き内１枚 

４０不明 城攻め 芳年 ３枚続き内１枚 

４１不明 城攻め 不明 絵本の一部小３枚続き 

４１種１１４枚 

武田上杉関連 

１武田信玄木曽左馬之介責 一松斎芳宗 ３枚続き 額入り 

２天文十五年信州戸石大合戦之図 芳虎 ３枚続き  

３武田伊奈四郎勝頼―天正八年膳城素肌攻め 芳虎 ３枚続き  

４天文十六年越後国府内城主長尾晴景―芳虎 ３枚続き  

５天文十六年越後国府内城主長尾晴景―芳虎 ３枚続き 焼け  

６天文十六年越後国府内城主長尾晴景―芳虎 ３枚続き   

７名将諸国越征伐之図 芳虎 ３枚続き 



８上杉武田対陣矢合之図 貞秀 ３枚続き  

９川中島軍記之図 貞秀 ３枚続き  

１０甲越川中島大合戦永禄四年九月一日八幡原直戦之図 芳員 ３枚続き 

１１川中島信玄謙信旗本大合戦之図 国芳 ３枚続き  

１２川中島大合戦 芳靏 ３枚続き  

１３川中島大合戦之図 芳年 ３枚続き  

１４川中島大合戦之図 芳員 ３枚続き内１枚 

１５（川中島大合戦）芳虎 ３枚続き内１枚 

１５種４１枚 

織田戦記 

１太平記大合戦 桶狭間 国周 ３枚続き 

２稲葉山之城陥落千生瓢箪由来之図 芳年 ３枚続き 

３新撰太閤記永禄十二年伊勢攻め 豊宣 ２枚続き 

４新撰太閤記永禄十二年伊勢攻め 豊宣 ２枚続き 

５織田右大臣信長公―越前朝倉攻め 芳虎 ３枚続き 

６織田右大臣信長公―越前朝倉攻め 芳虎 ３枚続き 

７信長公延暦寺焼討ノ図 芳虎 ３枚続き 

８長篠大戦之図 孟斎芳虎 明治７年３枚続き 

９鳥居強右衛門敵捕味方城中忠言 周延 染み ３枚続き 

１０太田春永公之受命真柴久吉出陣之図 芳員 ３枚続き 

１１太田春永公之受命真柴久吉出陣之図 芳員 ３枚続き 

１２太田春永公出陣ノ図 広重 ３枚続き 

１３武智光年大多春忠の居城を攻める図 芳虎 ３枚続き 

１４勇士左馬之助充未敵城を石弩火鉄にて打崩す図 芳虎 ３枚続き 

１５勇士左馬之助充未敵城を石弩火鉄にて打崩す図 芳虎 ３枚続き 

１６勇士左馬之助充未敵城を石弩火鉄にて打崩す図 芳虎 ３枚続き 

１７勇士左馬之助充未敵城を石弩火鉄にて打崩す図 芳虎 ３枚続き 

１８春永本能寺合戦 英斎 慶応４年上野合戦 ３枚続き 

１９見立本能寺之場 国周 ３枚続き 

２０元亀三年十二月味方ヶ原戦争之図 孟斎 3 枚続き 

２１浜松篭城之図 孟斎 3 枚続き 

２２新撰太閤記 石山本願寺攻め 豊宣 明治 16 年 2 枚続き 

２３新撰太閤記 石山本願寺攻め 豊宣 明治 16 年 2 枚続き 

２３種６５枚 

豊臣戦記 

１大多春永之城塀百間斗崩―修復―猿吉郎 国芳 3 枚続き 

２大多春永之城塀百間斗崩―修復―猿吉郎 国芳 3 枚続き 

３織田信長公清須城修繕御覧之図 芳藤 明治 3 枚続き 

４織田信長公清須城修繕御覧之図 芳藤 明治 3 枚続き 

５織田信長公清須城修繕御覧之図 芳藤 明治 3 枚続き 

６元亀年中織田家城塀破損木下藤吉是か承三日の内二繕之図 芳藤 2 枚続き 

７元亀年中織田家城塀破損木下藤吉是か承三日の内二繕之図 芳藤 2 枚続き内 1 枚 



８瓢軍談五十四場第四木下宗吉割普請― 芳艶 明治版１枚 

９瓢軍談五十四場第四木下宗吉割普請― 芳艶 １枚 

１０瓢軍談五十四場第四木下宗吉割普請― 芳艶 １枚 

１１瓢軍談五十四場第四木下宗吉割普請― 芳艶 １枚 

１２不明（清州城割普請）芳藤 3 枚続き内２枚 

１３英名百勇伝挿絵 清州城塀修復猿吉郎 文久 3 年 小版 2 枚 2 組 

１４赤松之城水責之図 国芳 3 枚続き 

１５太功記之内高松水攻 芳年 3 枚続き 

１６楠の智計赤松乃城を水責之図 貞秀 3 枚続き 

１７高松城水責之図 芳艶 3 枚続き 

１８高松城水責之図 芳艶 3 枚続き内 2 枚 

１９豊臣勲功記高松城水攻之図 芳年 3 枚続き 

２０豊臣勲功記高松城水攻之図 芳年 3 枚続き 

２１豊臣勲功記高松城水攻之図 芳年 3 枚続き 

２２水攻防戦之図 芳虎 ６枚続き 

２３水攻防戦之図 芳虎 ６枚続き 

２４水攻防戦之図 芳虎 ６枚続き 

２５水攻防戦之図 芳虎 ６枚続き 

２６水攻防戦之図 芳虎 ６枚続き内 1 枚 

２７瓢軍談五十四場二十四赤松水責防戦難儀― 芳艶 １枚 

２８瓢軍談五十四場二十三・二十四赤松水責防戦難儀―芳艶 2 枚 

２９新撰太閤記高松城 豊宣 明治 16 年 ２枚続き 2 組 4 枚 

３０山崎大合戦之図 貞秀 細川―山名偽装 ６枚続き 

３１山崎大戦之図 芳年 3 枚続き 

３２大津坂本落城に望みて主将光俊ハ天下の重器―芳虎 3 枚続き 

３３不明（賤ヶ岳合戦）芳虎 3 枚続き内 2 枚 

３４不明（賤ヶ岳合戦）芳虎 3 枚続き内 2 枚 

３５賤ヶ岳大合戦諸勇士高名之図 芳虎 3 枚続き 

３６不明（賤ヶ岳合戦？）貞秀 3 枚続き内 2 枚 

３７小牧山出陣羽柴秀吉敗走之図 芳虎 3 枚続き 

３８太平記岩倉山落城図 国輝 3 枚続き 

３９太平記岩倉山落城図 国輝 3 枚続き 

４０豊公四国征討図 周延 明治 16 年 3 枚続き 

４１新撰太閤記焼山城―四国 豊宣 2 枚続き 

４２足利義満公大軍以菊地之居城攻 芳虎 3 枚続き 

４３大内合戦之図 貞秀 3 枚続き 

４４大内合戦之図 貞秀 3 枚続き 

４５源頼信より平忠常大椎城水攻之図 貞秀 忍城？3 枚続き 

４６源頼信より平忠常大椎城水攻之図 貞秀 忍城？3 枚続き 

４７奥会津大合戦芦名盛隆敗走遂二降伏平定ノ図 国輝 3 枚続き 

４８真柴久吉公名古屋御陣先手之諸大将朝鮮州くり出し之図 芳虎 3 枚続き 

４９真柴久吉公名古屋御陣先手之諸大将朝鮮州くり出し之図 芳虎 3 枚続き 異版 



５０太平記朝鮮征伐行軍図 貞秀 3 枚続き 

５１右幕下頼朝公渡海行粧之図 芳盛 3 枚続き 

５２加藤清正朝鮮ヨリ富士ヲ望ム 延一 明治 43 年 3 枚続き 

５３元和元年五月七日大坂落城諸勇士血戦之図 芳虎 3 枚続き 

５４太平記葛井寺合戦 芳虎 ６枚続き 

５５太平記大合戦 大坂城 芳虎 3 枚続き 

５６源頼信より平忠常大椎城水攻之図 貞秀 忍城？3 枚続き 額入り 

５６種１６６枚 

播州姫路城修築図３枚続きが２セットあります。 

瓢軍談五十四場 

１表紙―５４大尾 芳艶 蔦吉版５５枚揃い 

２第５岩倉焼討 芳艶 蔦吉版２枚 

３第９須股築城 芳艶 蔦吉版２枚 

４第１１稲葉山攻め 芳艶 蔦吉版２枚 

５第１２稲葉山落城 芳艶 明治版１枚 

６第１２稲葉山落城 芳艶 蔦吉版２枚 

７第１３城攻め水の手 芳艶 蔦吉版１枚 

８第２８明智瀬田大橋 芳艶 蔦吉版１枚 

９第４１賤ヶ岳 芳艶 蔦吉版１枚 

１０第４９四国攻め 芳艶 蔦吉版２枚 

１０種６９枚 

品川台場 

１高輪蒸気車之図 不明 3 枚続き内 2 枚 

２東都高輪蒸気車往来之図 芳虎 3 枚続き 

３東都名勝之内高輪蒸気車鉄道全図 不明 3 枚続き内１枚 

４東京品川海辺蒸気車鉄道之真景 広重 3 枚続き 

５不明 品川台場蒸気車 不明 3 枚続き内１枚 

６五十三次名所図会二品川 広重 １枚 

７五十三次名所図会二品川 広重 １枚 

８品川御台場 ２代目立祥 １枚 

９不明 品川台場 不明 3 枚続き内１枚 

１０高輪蒸気車往来之図 国政 中版２枚続き 

１１東都八景之内高輪之気帆 芳虎 １枚 

１２東都八景之内高輪之気帆 芳虎 １枚 

１３東京名勝尽 品川沖御台場・高輪の大木戸等４図 広重 小４図大版１枚 

１４東京名勝尽 品川沖御台場・高輪の大木戸２図 広重 小２枚 

１５東京名勝尽 品川沖御台場 広重 小１枚 

１６東京開化三十六景品川沖 広重 中版横１枚 

１７江戸名所四十八景高輪秋月 広重 中版１枚 

１８東京名所内芝愛宕山 国輝 中版１枚 

１９東海道中膝栗毛弥次馬品川 芳幾 中版横１枚 

１９種２６枚 



戊辰戦争 

１山崎合戦官軍大勝利之図 不明 ６枚続きの右５枚 

２山崎合戦官軍大勝利之図 不明 ６枚続きの真ん中４枚額装 

３近世史略薩州屋敷焼撃之図 国輝 明治２４年３枚続き 

４（山崎合戦図）不明 瓦版２枚続き右欠け 

５東叡山戦争之図 慶応３年戊辰５月１５日 豊国 ３枚続き 

６城中大火図（大坂城炎上）芳瀧 ３枚続き 

７奥州名所一覧之図 不明 仙台城 ３枚続き内１枚 

８画巻国史函館五稜郭奮戦之図 年英 ３枚続き 

９皇国一新見聞誌若松戦争 芳年・年雪 明治９年横１枚 

１０皇国一新見聞誌宇都宮の戦争 芳年・年参 明治９年横１枚 

１１不明 不明 絵本の一部。小３枚 

１１種２８枚 

西南戦争  

１有のそのまま１４号 戦地国界図熊本城 明治１０年１枚金井徳兵衛 

２有のそのまま１７号 熊本城篭城 明治１０年１枚金井徳兵衛 

３有のそのまま１６号 西郷隆盛熊本城攻め 明治１０年１枚金井徳兵衛 

４薩摩国全図 鳥瞰図 国政 明治１０年３枚続き 

５薩摩国全図 鳥瞰図 国政 明治１０年３枚続き 

６肥後熊本戦地之図 鳥瞰図 国政 明治１０年３枚続き 

７大隅薩摩海陸軍備一眺一覧 国政 明治１０年３枚続き 

８西南暴徒熊本戦争之図 組上 長谷川貞信 ３枚組揃え 

９鹿児島県暴徒熊本乱入図 周延 明治１０年３枚続き 

１０日向佐土原落城之図 不明 ３枚続きの内２枚 

１１鹿児島征討一覧 早川松山（徳之助）３枚続き  

１２鹿児島征討一覧 早川松山（徳之助）３枚続き  

１３鹿児島の賊軍熊本城激戦図 孟斎 明治１０年３枚続き 

１４鹿児島の賊軍熊本城激戦図 孟斎 明治１０年３枚続き 

１５鹿児島の賊軍熊本城激戦図 孟斎 明治１０年３枚続き 

１６鹿児島の賊軍熊本城激戦図 孟斎 明治１０年３枚続き 

１７吉治越賊兵砲発図 山崎年信 明治１０年３枚続き 

１８鹿児島新聞豊後鶴崎戦争 孟斎（永島辰五郎）明治１０年３枚続き  

１９鹿児島の女軍隊力戦の図 孟斎（永島辰五郎）明治１０年３枚続き  

２０不明 城攻め 月岡米次郎 ３枚続きの内１枚  

２１不明 鹿児島城 真近銀光 明治１０年３枚続き内１枚  

２２熊本伝報図画 大蘓芳年（月岡米次郎）明治１０年３枚続き  

２３鹿児島城山戦争之図 孟斎（永島辰五郎）明治３枚続き  

２４鹿児島暴徒肖像略伝 大蘓芳年（月岡米次郎）明治１０年３枚続き  

２５緑川歩行渉戦争ノ図 孟斎（永島辰五郎）明治３枚続き  

２６緑川歩行渉戦争ノ図 孟斎（永島辰五郎）明治３枚続き  

２７鹿児島征討記聞 周延（橋本直義）明治１０年３枚続き  

２８鹿児島征討全記内 広重（安藤徳兵衛）明治１０年３枚続き  



２９田原坂の大戦争 孟斎（永島辰五郎）明治３枚続き  

３０鹿児島新聞熊本城戦争図 真近銀光（安達平七）明治１０年３枚続き  

３１山鹿口激戦の図 孟斎（永島辰五郎）明治１０年３枚続き  

３２鹿児島記聞 周重（守川音次郎）明治１０年３枚続き  

３３鎮撫鹿児島新聞 真近銀光（安達平七）明治１０年３枚続き  

３４佐土原城進撃之図 年信（山崎徳三郎）明治１０年３枚続き  

３５鹿児島城激戦図 周延（橋本直義）明治１０年３枚続き  

３６鹿児島新聞熊本城戦争図 真近銀光（安達平七）明治１０年３枚続き  

３７九州陣立の図 孟斎（永島辰五郎）明治１０年３枚続き  

３８山口城賊徒新聞 小林清親 明治１０年３枚続き 

３８種９９枚 

３・平和島全国古民具骨董まつりに参加 

 １２月東京流通センターにて開催の日本を代表する骨董市に参加しました。今回は中国、台湾、

朝鮮の都市地図をコレクションから除外し、１０００枚近くを紹介しました。幕末から明治木版の北京首善

図多種、江戸期の肉筆上海絵図、明治から戦前の大型市街地図として、北京、上海、香港、天津、長春、

吉林、唐山、哈爾濱、南京、大連、青島、旅順、新京、奉天、ソウル、釜山、平壌、仁川、台北、基龍等、さ

らに陸地測量部や軍部の中国各地迅速図も放出しました。いずれも５４年間のコレクションで今で

は入手は非常に困難で、北京や中国各地、国内の中国人バイヤーで、台湾は開始、１時間で数十枚

品切れ、中国も大半がなくなりました。中国の都市地図は今、日本にも全国の古書店にほとんどな

く、最近は高くて、今回のような譲渡価格では買えません。いずれも中国ではほとんど残されてな

く、再度現地で販売されるようです。次回の出展を心待ちにされ、頻繁に連絡いただきますが、入

手は困難です。今回はブースが人でいっぱいになり、通路がふさがれて、事務局から注意されたほ

どでした。日本関係では木曽街道錦絵類、天文２３年１５５４年や慶長年間の稲富流砲術秘伝書等

武具古文書、東郷平八郎、乃木将軍書軸等軍事資料、木版江戸名所双六等多数の双六、北海道、東

北、関東の都市地図、古文書も提供しました。次回は１月１１日１２日の東京ビックサイト骨董ジ

ャンボリーです。西日本の都市地図、古文書を提供します。平和島は２６年３月、５月、７月、９

月、１２月に開催されます。 

４・コラム提供 

 加工技術研究会 コンバーテック誌 鷹の目の狩人２６年１月号『１年の計さらなる希望へ』、 

２月号『井蛙（いせあ）の積み重ね、自覚が新世界へ』 

御覧になりたい方は連絡いただければ、記事掲載後メールお送りします。 

 パートナー産業株式会社 お城ジオラマ復元堂 コラム『城郭研究の軌跡 江戸の城郭模型』 

                         同社ホームページに掲載されています。ぜひ、ご覧下さい。 

５・幕府武芸調練場講武所絵図（仮）調査報告 

 講武所は万延２年（１８６１）水道橋内三崎町２丁目に建設され、慶応２年（１８６６）には廃

止、陸軍所に吸収され、砲術訓練所となる。総裁２名、師範役、教授が置かれていた。教授には高

島秋汎、勝海舟、大村益次郎、下曽根信敦、窪田清音がいた。本図には人名を確定する記入はない

が敷地の大きさと形状から講武所とされる。本絵図には大砲稽古場、見分所、修行人溜所、大隊溜、

小銃操諸稽古場、剣槍稽古場、御道具置所、剣槍修行人溜、剣術教授方、剣術世話心得部屋、槍術

教授方部屋、槍術世話心得部屋、砲術騎範世話心得共太鼓打方世話手伝部屋、砲術騎銃隊教授方並

太鼓打方世話出役部屋、西之御廊下、師範役部屋、御目見以上調方出役御役所人員、御目見以上調

方出役御役所 械、御目見以上調方出役元 御役所、御目見以上調方出役日記 御役所、御目見



以上調方出役会合所、御目見以下調方出役日記 役所、頭取部屋、調所、御書籍部屋、総裁部屋、

日次、中之廊下、大目付御目付控所、 従人控所、芙蓉間個控所、御小入目付控所、御法目付控所、

大  両  控所、布衣 上控所、寄合控所、 役人応対所、玄関、御目見以下控所、   番

詰所、御老若方詰所、御成御門、表御門、御門番所、 役人入口御門、掛御役人評見之向供溜、

見張所、下足番所、見張所、下足番所、見分所、小銃操練稽古場、惣供、道具部屋、湯呑御世話役

部屋、湯呑 部屋、総裁頭取供溜、惣馬立、中の口広間、見張所、御台所板之間、御土蔵、物置、

掛り御役人並評見之向馬立、上小番部屋、下小番部屋、落間、御道具部屋、 武所番御道具御破

損置部屋、 武所番肝煎控所、 武所番組頭控所等の多彩な文字が記入されている。中でも総裁や

師範、教授は講武所の役職であり、本図は日本唯一の講武所絵図である可能性が高い。絵図発見後、

日本銃砲史学会や板橋区立郷土資料館へ撮影貸出し、年末に返却されたので、所蔵者の責任として

絵図の検証を行った。１３５ｘ１５４ｃｍの大型絵図を端から読み解いたため、順不動である。い

ずれ機会があれば、公開したい。判読不明が多く申し訳ないです。  

新収集情報報告 

１・銃砲・武具 

機関銃突弾１００連発 徑１２ｍｍ、長さ７２ｍｍ、１００連結の銃弾、下部に刻印あり 

  ピストル模型３５丁 コルト等 ピストル模型累計は７０－８０丁 

  火縄銃口薬入 象牙木魚型根付付 幅５４ｍｍｘ高さ７４ｍｍｘ厚み２０ｍｍ 火薬出口内

径３ｍｍ 口薬（くちぐすり）は火縄銃の着火用微粉末黒色火薬で、火皿に装填し、導火孔から薬

室内の胴薬（どうぐすり）玉薬（たまぐすり）に着火、爆発によって銃弾を発射する。口薬入れは

胴薬入れと比べ、小型である。胴薬入れはよく見かけ、数種所蔵するも、口薬入れは少ない。 

  三方錐 3 本 一見銛であるが、実はたるに穴を開ける錐、武器として使える。長さ５８ｃｍ、

直径２５ｍｍ、長さ４６ｃｍ、直径１９ｍｍ、長さ 48ｃｍ、直径３１ｍｍ 

２・五街道其外分間見取延絵図 復刻全１０３巻内１２巻 

  幕府が道中奉行に命じて、１８世紀末から１９世紀初頭に測量、文化 3 年１８０６年作成した

道中図。一部を江戸城紅葉山文庫、一部を道中奉行に、東京国立博物館所蔵全９１巻は紅葉山文庫

本、道中奉行本は折丁で逓信総合博物館所蔵。平成４年に東洋美術から６０，６％の縮小で１０３

冊に復刻された。１冊ごとにタトウ入の絵図１冊と解説１冊がセットされている。１冊２８８４０

円～３２９６０円と高額であり、今回４冊加えて１２冊、３冊重複で下記９冊のみ所蔵している。 

東海道分間延絵図第４巻箱根 小田原から三島直前 山中新田に古城跡 

        第７巻江尻・府中・丸子 久能山、駿府城 

        第１１巻浜松・舞坂・新居 浜松城 

中山道分間延絵図第３巻熊谷・深谷 深谷に古城跡文字のみ 

日光道中分間延絵図第１巻千住・草加・越谷  

甲州道中分間延絵図第９巻上諏訪・下諏訪 高島城 

矢倉沢通見取絵図第１巻塚原・関本・矢倉沢・竹ノ下 二子の渡しから大山迄 小田原城 

        第２巻御殿場・神山・佐野  

美濃路見取絵図第１巻名古屋・清須・稲葉 名古屋城 

左 

左 山中城跡 

中 駿府城跡 

右 高島城跡 



３・古絵図・古地図 

改正東京巡見一覧 

  明治１４年伊藤静斎編 ３７ｘ５１ｃｍ木版色刷 陸軍施設の多くが読みとれる希少絵図 

 

 海図 沖縄島南部 ７５０００分Ⅰ 昭和５７年 

    奄美大島附近 １２５０００分Ⅰ 昭和６０年 

    海図も７－８００枚所蔵している。 

 北海道地形図 縁が切れているため、手元の明治 23 年北海道庁実測地図目録及び同庁発行 20

万分１地形図 38 枚と比較検証したところ、1 枚は 100 万分１久遠、12枚は北海道各地 5万分 1

明治 20年頃迅速地図と思われる。 

 薄葉肉筆武州豊島郡江戸庄図 寛永 9 年申 10 月重開板 寛永江戸図の写しであるが、バラバラ

の状態で、検証した結果、一応揃っていることが判明した。当文庫には江戸図の刊行図以前の肉

筆大型切絵図 10枚や、手書きの未整理の江戸地図がある。刊行図では約 20枚の江戸分間大絵図

他江戸図、東京図等数 100枚所蔵している。 

 東北役官軍進路地図附五稜郭 ５５ｘ７９ｃｍ 後編第２図とあり、戦史の附図か。 

 上州榛名山略小図 木版 ２８ｘ３７ｃｍ 江戸版刊記無 

 多摩地区２万分１地形図 １－１６号内１・２・６・９・１０・１３－１５号８枚 軍隊の拡大

図と思われるが、刊記がなく、作成経緯や年代は不明。４６ｘ５８ｃｍ。 

 安中城攻之図 春の展示会用に急遽手配したもの 中世安中左近が本丸に描かれた安中城の縄

張と中山道の町屋方向から原美濃、甘利左衛門、碓井川を挟んで対峙する安中外記、城に西から

は小幡上総、北からは曽根七郎兵衛が布陣する武田信玄の安中城攻めを描いたものであるが、安

中城の縄張図は近世安中城とと類似し、本丸、二の丸と堀、城外と区画する四角形の防衛柵が絵

がかれる。本図は春の展示会で公開したい。６６ｘ７２ｃｍ。 

 長野市平成２１年度評価換え標準宅地中央部１－４揃 ６０００分１ ６０ｘ８４ｃｍｘ４枚 

 同１－１１揃 １３０００分１ ６１ｘ９２ｃｍ 計１５枚１９年１１月作成 

 平成１５年度須坂市路線価図 ３０００分１ １５枚１冊 ５９ｘ８４ｃｍ 

平成１５年度須坂市状況類似区分図 １３０００分１ ４枚１冊 須坂市総務部税務課  

航海図表 浅井栄資 ７８頁 昭和１１年 

天文航法新図表 佐崎俊雄 ３７ｘ５３ｃｍ４枚１冊 昭和１３年 

 直惟公御追鳥狩之図全 内題直惟公新海表御追鳥狩之図 享保１２丁未年（１７２７）２月２６日卯之



下刻始り巳之下刻終 彦根藩８代藩主井伊直惟（なおのぶ）武芸奨励と市井の視察を兼ねて大規

模な鷹狩を好んで行ったとされる。追鳥狩は軍事調練である。裏面に新海村御狩場御物数として

当日の雉、鳩、鴨等の数と所属人名が詳細に記録される。その人数１２９名に及ぶ。新海村は現

在の彦根市の一部で、図には東から西に流れる愛知川中央に描き上下に展開する村、人を記入、

馬印は絵で描かれている。６５ｘ７６ｃｍ袋付 袋に大家と記入 

 

 

 従余呉湖四方見分図 表紙に大家と記入 中央に景向湖という名で余呉湖を描き、上下に中央向

きに周辺の山々を鳥瞰図として描く。文字も中央を境に逆に描かれている。まるで中央で降り、

上下別に描画したような感じに見える。賤ヶ岳、旗立松、茶臼山、大岩山、田上山の間に３か所

の陣名も記入される。賤ヶ岳周辺の絵図は比較的多く描かれる。 

 

４・大江戸繁昌双六 

  明治２２年１０月長谷川園吉 ８５ｘ７２ｃｍ 木版色刷２２駒 

５・城着物 

大野城刺し子半纏 

 背に丸に大野城と書かれた消防用防火半纏、表に大野城市消防団第一分団班長とあり。昭和４７

年大野城市発足以降のもの。古代山城グッズ？は珍しい。 



 黒留袖 江戸城石垣・ガス灯 

 
大野城半纏                       江戸城黒留袖 

 
羽裏（羽織の裏）姫路城・  大島紬の岩国城・      金襴の金沢城石川門 

羽織、着物、帯、端切れ、半纏、Ｔシャツ、タオル等城グッズはコレクションアイテム。 

６・刀装・城郭建築彫金小柄（こづか）・城郭建築かんざし 

 小柄は日本刀の鞘に副う小刀で、柄の部分に彫金がされる装飾性豊かなものであるが、柄に城郭

建築が彫金された美麗な小柄を発見した。なお、同様城郭建築装飾の特異な例として、立体城郭

建築かんざしを所有しているので、お目にかける。 

 
７・欧版地図 

 キャプテンクックアジア図 ４５ｘ５４ｃｍ 額６２ｘ７３ｃｍ 銅版手彩色 トーマスキッチ

ン １７８０年頃 『西洋人の描いた日本地図』サントリー美術館図録には掲載されていない。 

 蝦夷、北方領土図 ５０ｘ７０ｃｍ 額６９ｘ９０ｃｍ １６４３年調査１７８９年刊行 銅版手彩

色 『日本北辺の探検と地図の歴史』『北方図の歴史』『蝦夷地図抄』『西洋人の描いた日本地図』

には未掲載、年代的にはジェームズクック探検隊に由来するものか。 ＣＡＲＴＥ ＤＥＳ Ｄ

ＥＣＯＵＶＥＲＴＥＳ ａｕ Ｎｏｒｄ ｄｕ Ｊａｐａｎ 下北半島、北海道、千島列島海岸

線の多くの地名、沿岸からの水深が記入される。 

 ドイツ要塞鳥瞰図 銅版色刷 複製の可能性 ２１ｘ３３ｃｍ 額４６ｘ６０ｃｍ 

 イギリス港湾鳥瞰図 銅版色刷 ２６ｘ３８ｃｍ 額５１ｘ６３ｃｍ 

８・印刷資料 

 亜鉛版写真原版 高知城天守１２ｘ１３ｃｍ・１３，５ｘ１７，５ｃｍ・１５ｘ１９ｃｍ 

         金沢城石川門１４ｘ２０，５ｃｍ 



 焼印 剣方喰紋 焼印直径９ｃｍｘ柄長さ３５ｃｍ・全長３９，５ｃｍ 

 ブリキ板抜型５枚 材木印字用金型 枠付き２枚あり 

 印刷資料は木版、石版、銅版、新聞輪転印刷用凸鉛版、活字鋳造用紙型、段ボール印刷用樹脂版、

ゴム版、亜鉛写真版、アルミＰＳ版、印刷フイルム、グラビア印刷シリンダー、インド更紗、孔

版、錦絵版木、型紙、焼印、シルクスクリーン型等版材、印刷用紙見本帳、印刷インキ見本帳、

印刷物等正体不明のものまで大量にあり、いつでも印刷文化展開催可能、希望の方連絡ください。 

９・錦絵 

 木曽六十九駅高崎 煙草屋源七加治川 豊国 大判縦一枚 

 天正十六年藤原重宗芦名盛隆ノ本城ヲ攻ル 附リ・日光今市口高原越ノ峠ヨリ磐梯山近郷湖水遠

景之図 国輝 三枚続き 左に若松城、中央に磐梯山と猪苗代湖、右に遠景に二本松城、近景に

幕末の官軍を描く、戦国時代に偽装した戊辰戦争絵図 磐梯山に会津富士とあり、磐梯山亀ヶ城

と記されるも亀ヶ城、いわゆる、猪苗代城は描かれていない。 

 
 大日本六十余将武田信玄・小野田徳治金州門ノ爆裂ヲ見ル・佐久間盛政秀吉ヲ襲ウ・鹿児島戦争

記事西郷小平・組上げ威海衛百尺崖所大寺少将勇戦ノ図・芳虎川中島合戦山本勘助入道道鬼斎・

芳年大日本名勝鑑素戔嗚尊以上各一枚 

 鉄砲版画 豊国 里見義実 火縄銃 

 絵草子 復讐伊賀曙前編 芳員画泉市版 安政 4年 木版 表紙に伊賀上野城 

１０・写真 

 鶏卵紙 名古屋城天守 ６ｘ１０，５ｃｍ 明治 

 絵葉書は数百枚の城郭、町並、中国に出くわしたが、中国が高く一括落札できなかった。城郭の

み分譲いただく予定をしている。 

１１・古文書 

 諏訪一覧 明治１５年藤森平五郎 横本８ｘ１５ｃｍ ４４丁 活字本 

 評註図解七書俚諺抄８・９・１０巻 木版 内題武教七書合解太成俚諺鈔 日東武州江府住神田

勝久編輯 軍用・三陣・軍略等により、多数の城攻具絵図、陣営図は実に３１図の多きに及ぶ。 

 群馬県碓氷郡原市町（安中市）古記録古文書 車１車分大型桑折７ケース  

 膨大な資料で一時に整理しきれないが、ざっと１日目を通したところ、基本的に群馬県安中市原

市町の町長桜井家作成所蔵にかかる安中原市の基本資料である。享保、明和、寛政、文化、文政、

天保、嘉永、安政、万延、文久、慶応の古文書が２３通。明治の原市町行政資料が約１０８冊。

前原用水資料が明治４４年から昭和６年まで３６冊、文久や明治中期の用水資料も含まれる。碓

氷社の養蚕資料約８７冊。明治衆議院大正県会議員選挙資料人名簿等２１冊。測量野帳絵図３冊。

安政年間水帳大冊１７冊上町、下町、鍛冶村、八本木、茂木、中組、安中峯簗瀬、三軒屋、一里山等。

明治六年戸籍、所得調査等１７冊。桜井家関連古文書地租改正、竹売渡控等６１冊。同志社明治

２３年伝道日誌等３冊。安中県田畑取調２冊、安中町諸税代納金控２冊。榎下神社明細帳（榎下

城所在地）等寺社仏閣資料２９冊（無量寺、皇太神宮、長泉寺、満福寺、貫前神社、八坂社、諏



訪社、真光寺、白山神社）原市学校、原市銀行、碓氷産業銀行等１６冊。熊谷県、群馬県布達等

１４通。桜井幹日記３冊。万延元年御本丸御焼失献金高割張３冊（江戸城）。安政２年御府内地震火

災御屋鋪破損二付献金分間割合帳２冊。文久２年和宮様御下向調立金取立帳２冊。安政２年御姫様

御縁談献金高割張４冊。嘉永７年異国船渡来二付夫人入用割合帳２冊。文久２年御巡見立場御宿割

控帳１冊。明治２年４年御年貢取立帳２冊。領主地頭書上控１冊。慶応４年江戸より来状之写（異国

船警備にかかわる動向）１冊。助郷、上毛新聞、徳川家記録各１冊。桜井家私文書６２冊。以上５２

５冊と桑折５ケース分数千通の古文書。なお、碓氷社本社事務所は現存しており、群馬県指定重要

文化財として保存されている。前原用水の記録は安中誌、安中市誌、安中市史通史編には見つけ

られなかった。 

 

 上田市中央北国街道要所柳町古文書８冊 

 文政１２丑年（１８２９）ゟ天保１５辰年（１８４４）マテ有 宗門５人組鉄砲証文控１番 柳

町清左衛門組合 

 寛政５年丑（１７９３）７月居屋鋪表口裏行間数御改二付委敷絵図面仕立て差上候控 土屋和七 

 文化７年牛（１８１０）１２月ゟ２割増 下令同年１割増 下令右（３割増ゟ下令）年之 下候

二付組合割合之控 清左衛門組合 

 人馬賃銭３割増 銭宿方為 御手当年之 下候二付  御通 文政２年卯１２月 柳町清左衛

門組合 

 文久２年（１８６２）戌正月 宗門５人組鉄砲御改証文控 土屋儀七 

 小泉組・浦野組・塩田組・田中組・国分寺組・塩尻組・上田城町・洗馬組・川中島之内（村別石

高帳）都合６万８８石８斗５升３合以上 元和８年戌（１６２２）１２月８日仙石兵部大輔殿 改

役人 高家金之清 



 宗門５人組鉄砲御改証文控 文化９壬申（１８１２）正月吉日 柳町清左衛門組合 

 明治２己巳ノ年（１８６９）正月柳橋規則録 土屋儀七組合中  

柳町は上田市中央に位置し、北国街道の宿場町、要所に位置し、今も古い景観を残す。 

１２・城グッズ 

 城描画絵皿 直径３２ｃｍ 染付 ２層櫓、前後に海か湖水 城名不明 

 城郭絵皿や地図絵皿も各種あり。城郭は清州城修築絵図、大坂城、ノリタケの名古屋城２種、犬

山城等、地図皿は５枚組の明治の印判手、各種形の日本地図、花瓶、徳利等複製。 

 チェスセット 象牙製 チェスボード１舛４５ｍｍ、ボード３５ｘ３５ｃｍ、木彫枠４８ｘ４８ｃ

ｍ １６駒ｘ２組の内、ルークと呼ばれる４個の駒は戦車といわれ、通常車輪の付いた要塞の櫓

型をしているが、今回のルークは２重櫓で車がなく中国の城郭を模している。１辺２９ｍｍ、高さ

６３ｍｍ チェスはもともと古代インドの戦争ゲームとのことですので、城があるのもうなずけ

る。他の駒、キング、クイーン等も象牙で中国の偉人を模している。 

 城郭模型熊本城 １／１４４スケールプラスチックモデルキット熊本城 （株）ＧＳＩクレオスホビー

部発行 定価２５０００円 限定版木製ディスプレイベース付 ２００９年中国製 未塗装未

組立 昭和３５年再建時図面を元に再現 大天守６階層、小天守５階層の内部も再現 完成後も

各層分解可能 完成サイズ全高２９５ｍｍ、全巾４００ｍｍ、奥行き２１０ｍｍ、総パーツ数５

７０個 箱寸法５３ｘ５７，５ｘ１６ｃｍ 前月購入を見合わせたが、何とも気になり、早朝３ 

時出発、４回の挑戦で再度巡り合い、やむなく購入した。 

 模型の外函と内容。 

 附録城郭漫画  

時代痛快絵物語風雲千早城 小山勝清作、千葉浩絵 冒険王 2月号附録昭和 30年 2月 1日 

長編まんが風雲長篠城 斉藤くにお 小学館 刊記無 附録漫画は古書業界では人気が高い。 

 西洋要塞模型 用途は不明であるが精密に狭間、石落し等再現しており、一見、縦型の箸入れの

ようである。材質はステンレス。 高さ４０ｃｍ巾奥行各１２ｃｍ 

 



あとがき 

 関係者の協力により、ようやく、ワードに画像を掲載できるようになりました。感謝です。大海

で１本釣、または岸から底引き網、釣り上げてみないと何があるかわからないような、瞬間の判

断を要求されます。取り逃がした魚は大きく見えます。２４時間城の限界を見極めようとしてい

ます。今年は日本唯一の城郭、古地図専門書店開業です。時間があれば、再びホームページを作

りたいのですが、何時の事か。限界を感じますが、限られた生命力と時間、知力の中で精いっぱ

いやるしかありません。限界に挑戦することは生涯のテーマです。今後もよろしくお願いします。

古地図、城郭関係資料の不要資料はお送りいただければ、買取や専門市場で委託販売します。 

   

 最後にお目にかけるのは冒頭紹介させていただいた山崎義隆氏寄贈小松益喜画竹田城趾です。 

私たちが訪れた５０年前は誰一人お会いすることのない城跡でした。今では天空の城、日本のマ 

チュビチュとしてテレビＣＭで放映されるなど驚きです。 

                     しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

                     ３７９－０１０９ 

                     群馬県安中市秋間みのりが丘５－７３ 

                     ０９０－２７２２－４６８９（しろはく） 

                     ＦＡＸ０２７－３１５－４６８９（しろはく） 

                     shirohaku@kym.biglobe.ne.jp 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

お願い 本活動記録は自由に転送してください。こちらからの直接の配信を希望される方は、メールリスト

に登録しますので、返信をいただければと考えて居ます。都合でメールを受信できない方への配信は

出来ませんので、その場合は代わりに受信できるご家族の方等のアドレスをご連絡ください。 

mailto:shirohaku@kym.biglobe.ne.jp

